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北大水産業報

25(2)， 107-113. 1974. 

磯棚の消波施設に関する基礎的研究

1. ブロック模型の消波効果

小林敏規*・吉田靖信*・佐藤 修*

Fundamenta1 Studies on the Wave Damping Equipments 

on the Rocky Ledge 

1. Wave damping e貸'ectson the block model 

Toshinori KOBAYASHI，* Yasunobu YOSIDDA* and Osamu SATO* 

Abstract 

As the rocky ledge is晶 naturalbre品kwaもer，this晶r帥 isUBed forもhe“No討"
。叫tivating-groundand another marine culture， but itωme'色im倒 h晶，ppensぬ抗出8
culture eq叫.pmenもisdestroyed by品柑ongflow of w晶句，r.
In this p乱per，we observedぬehydraulic char凹伽isticsof the WaVeB overもhe
rocky ledge model in the experimen句 1tank，品ndme晶Bured色hew晶，veheighもand
velocity when the conditionB were制自uch:the blocks were尚北tledon the rocky 
ledge model. 
From this experime叫，色hefollowing results were ob偽ined. It was found 

もhatthe wave overも，herocky ledge model has a great velocity whenもherewere no 
blocks， and the water has a charac飴risticof an isolated wave. It is possibleもo
reduce the velociけ ofthewa旬rby blocks se悦ledon the rocky ledge. Comparing 
the佐iangularblock with the rec旬ngularblock， the former block has an advan伽ge
in reg，晶，rdto the aspect of economy and the effect of w晶vedamping. 

緒言

磯棚とは，海岸線から浅い海底が一定距離沖側に続き，その後ある勾配で深海部につらなる極めて

平坦な岩礁で形成された地帯である。磯湖上では外海の大きな波は磯棚先端で砕波して弧立波として

進行するため，激しい流れとしての性質を有する ζとはすでに良く知られている1)2)。 ζのため磯棚

上でのノリ養殖施設の破壊やノリ葉体への被害などが起ζるためり今まで充分利用きれていないの

が現状であろう。

ζ乙では水理模型実験を行い磯棚の水理特性を観測した。また磯棚上11:三角柱および四角柱の消波

物を置きその配置による消波効果について調べた。

磯棚の水理特性

1. 実験装置

実験は図111:示す水路幅70cm，水路長 1400cmのフラッター型造波水槽11:図211:示すような鉄製

アングルと防水ベニヤで作製した磯棚模型を置いて行った。観測項目は図211:示した磯棚上のo-x

*北海道大学水産学部漁具設計学講座

(Lahoraめryof Fishing 仇arDω勿叫，F，ωul勿ofFi8herie8， HoTc加idoUniver8I;勿)
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Fig. 1. Schem抗icdi昭岨 ofthe fiap type wave generator and the rocky ledge model. 
A: w品，ve品bsorber
B: 宣晶，pper
C: rocky ledge model 
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Fig. 2. Observed positions阻 dsymbols of the rocky ledge model. 
O-X: observed po副 ions
H +: distance from the cres色もoぬewater line 
H_: dis句nωfromtheもroughto the water line 
d: w晶ぬ，rdepth above the rocky ledge model 
h: wa旬rdepぬ

x 

SL-

lb: distance from the end of色herocky ledge modelもothe breaking point 
PR: se凶 edposiもionof blocks at R poin色
PT: se悦ledposiもionof blocks aもTpoin'も
Vb: back velociも'yof water 
Pa. Pb. Pc: bre乱.kingpoin旬

Table 1. Experime協加lco旬ditio協8.

h: waもerdepth (cm) 

d: w，晶もerdepもhabove the model (cm) 

T: wave period (sec) 

66， 66， 68. 2， 70， 76 

6. 0， 6. 0， 8. 2， 10， 16 

188， 2. 31， 3. 00 

地点における波高(静水面から峰までの距離と静水面から谷までの距離)と各断面での流速を表層，中

層，底層の三水深にわたって測った。なお流速は逆流速度も測定した。波高及ぴ流速の測定Kはステ

ッブ式波高計(精度 O.5mm)と流水抵抗を歪計で読み取る流速計を用いた。実験条件は表1の通り

である。

11. 測定結果

図3は入力波を一定とし，水深を 5-15cmまで変化きせた時の表層部と中層部での流速測定結果

を示す。表層部では波の進行方向と同じ流れをもつが中層部では逆向きの流れが生ずる。水深が大
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小林ら: 磯棚の消波施設の研究

P 0 R 5 T U 

Observed positions 

Surface-Iayer 

Medium-Iaver 。:d=15cm ・:d=10
T=1. 88sec~:d=8.2 

企:d=6
ロ:d=5

v w 

Fig. 3. Change of velocity抗 varioUl!positio田 onthe rocky ledge model. 
d: w晶terdep出品.boveもherocky ledge model 
P a: breaking poinもwhenthe∞ndi色ionsare d=5， 6 and 8.2 cm 
Pb: breaking point when the condiもions晶red=10cm 
P e: breaking point when the conditions are d= 15 cm 
T: wave period 
0・X:observed positions 

x 

になる程最大流速も大きく，かつ最大流速点も磯糊後方へと移る。 ζれは水深が大になると水の輸送

量が増す乙とによると考えられる。図4は図3と同じ条件の入力波に対して水深を変化させた場合の

磯棚上における波高の変化である。水深によって砕波点 Pbが異なり，磯棚上で水位の上昇が起ζる。

また磯姻上の水深が大きいほど波高も大きいという一般的傾向も示されている。とのように入射波は

磯棚の前端で砕波してエネルギーを失い，伝達波は磯棚の面から受ける摩擦のために波高を減衰しな

がら磯湖上を段波状，あるいは連続弧立波をなして進行する。乙の波は質量輸送をともない， ζのた

めに砕波帯よりも岸側の水位は沖側の水位よりも高くなり，岸側K流出部のない場合には磯欄の中層

部を通る逆流が生ずる。

ブロックによる消波効果

1. 実験方法と実験条件

磯樹上での波は段波状tと進行してくるためζれの消波は簡単でない。潜堤や防波堤による砕波は消

波効率から見ると有効であるが，生物育成の場として必要な海水交換を悪くする結果になる。従って，

波浪の小さいときには海水交換を良くし，高波浪時には消波効率を高める効用を考え，三角柱または

四角柱の配置を考えた。乙れらの実験室における模型としては， 一辺15cm，高さ 5cmの正四角柱

および正三角柱をつくり，模型磯棚上に高きおよび配置を変え波高と流速について検討した。各ブロ

ックの組み合せ方法は図5K示す。また，設置位置は図2K示す PR点と PT点の2通りとした。実
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Fig. 4. Change of w町 eheighも抗 V晶，riouspositions over the rocky ledge model. 
d: wa句rdepth晶bovethe rocky ledge model 
Pa: bre晶kingpoin七whenもheconc批ions乱，red=5， 6品nd8.2 cm 
Pb: bre品kingpoint when the condition日晶，red=10 cm 
P.: bre乱kingpoint when the conditions乱，red=15 cm 
T:w品，veperiod 
0・X:observed positio田

見w v Q P o 

験条件は磯棚上の水深d=lOcm，入力波周期 T=1.88， 2. 31， 3.00 secであり，波高と流速は図2

のU，V，W，X点で測定した。なお実際iと現地で設置する場合の工法としては陸上で角柱を作製し，乙

れを磯棚上11:配置し角柱固定のため適当な本数毎に根固め用として水中コンクリ{トを流し込む乙と

で考えた。

結果と考察

ブロック設置位置の後面における波高の変化を図611:，流速の変化を図711:示す。図の左端はブロ

ックを置いてない場合で，以下は図511:示す配置である。各点での流速は，一般的にはブロックの数

が多くなるに従い減少する傾向を示す。また，波高についてもほぼ同様の傾向を示している。さらに

各ブロック毎の消波効果を相互間11:比較するために，磯棚上における流速について整理したのが図8

である。図の横軸に平行な一点鎖線は，ブロックを置かない時の各周期での W，Xにおける平均流速

を，破線は同じくブロックなしの U，V，W，Xにおける平均流速を示す。 また実線は各ブロックを設

置した場合の各周期での U，V，W，X点の平均流速を示す。

まずブロックの設置位置による変化を見ると，磯欄11:近い D'，G'は共I1:D，Gより波高の面でも

流速の面でも大きな値tとなっている。すなわち磯樹の端より内11:入れた方が同じブロックを設置して

も消波の効果は大きいζとがわわる。とのととは波の磯榔による変化が進んでからの方がブロックに
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よる効果はより有効である ζとを意味する。

しかし現実にはブロックの設置位置を岸IL近

づけるととは漁場面積を狭くする結果ともな

るので， 漁場内における許容限度の流速と，

ブロックの設置量などともあわせ磯棚端から

設置位置までの距離を考えねばならない乙と

になろう。

次ILブロックの高ぎについて， 同じ配置型

の中でブロックの高さの異なる DとGを比較

すると高さの低いDはGIL比して波高も流速

も共1<::大きな値を示している。 ζれは当然の

結果ではあるが D とBを比較すると Dの

方が単位ブロックの数は多いのに， 波高， 流

速ともに大きな値がでている。すなわち，磯

棚水深の半分のものを沢山分布するよりは，

むしろ分布させる数は少くともブロックを水

面まで高くする乙とが漁場内を静かにすると

雪

とには有効である ζとがわかる。

三角型の配置については， A，C，Fと配置の個数が増す方が波高も流速も減少している。しかし， F

のように波のくる方IL開いた置き方をすると，波高はあまり減少せず Aの 3倍の個数を置いてもA

とほとんど同程度のものとなっている。実験例はないが，むしろAの配列を繰り返す方が渦流を多く

生じ波高も流速もより減ずる結果となろう。
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三角柱と四角柱とを比較すると，本実験の配置方法ではブロックの個数がほぼ同程度であれば，波

高についても流速についてもあまり大きな差は現われなかった。従って，経済性も考えた総合的な見

地1<::立てば三角柱を用いる方が有利と考えられる。

結 語

磯棚での波は弧立波として強い流れに変換する。消波施設はその性質上，流れの一部を遮断し一部

は海水交換を良くするために通過させる必要がある。種々のブロック配置に対し消波効果を検討した

結果，経済性の上からも三角ブロックが効果的であるととが知られた。しかし，本実験はせまい実験

条件下で行ったととからさらに数多くの実験を行い，実際の磯棚漁場での消波施設設計を考えなけれ

ばならない。

本実験IL種々御協力をいただいた北海道大学水産学部 梨本勝昭助教授，山本勝太郎助手IL深く感

謝の意を表する。
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